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令和２年度　嘉麻市教育委員会 生涯学習課事業計画表（案）概要

実施目標
実施時期／

回数
事業内容 前年度からの課題

課題解決に向けての対策
（どうのような方法で）

主な事業予算
関連事業

（関係機関）

1

4　生涯学習の実
現を目指す社会
教育の推進

（3）図書館の利
用促進

①　図書館施設
管理運営事業

図書館施設管理運営事
業

施設･資料・図書館シス
テムの適切な管理を行
い、利用者が図書館を
快適にかつ安心して利
用できるようにする。

〇4月～3月
〇移動図書館
車の市内周回
（現行43箇所）
／2週間～1月
に1回
〇図書館だよ
りの発行／月
1回
〇図書館協議
会／年5回

〇施設の維持管理
〇計画的な資料の購入
〇図書館システムの管理運営
〇移動図書館車の運行
〇図書館だよりの発行
〇図書館協議会の開催

〇図書館システムの更新時期を迎える
ため、より効率的で効果的なシステム運
用を検討する必要がある。
〇移動図書館車の運行について、運行
コースや所要時間に改善点がみられる
ため、適切な運行計画について検討する
必要がある。
〇図書館基本計画に基づき、公共図書
館と学校図書館の双方の機能を充実さ
せるための取組について検討する必要
がある。

〇図書館システムについては、令和2
年度を更新予定として、より費用対効
果の高いシステムの導入に向けて協
議を行う。
〇市内各施設に対して運行希望を調
査し、効果的な運行計画を策定する。
〇図書館基本計画について、今後の
進め方を引き続き協議する。

図書館運営事業
総額
　　　　千円

―

2

4　生涯学習の実
現を目指す社会
教育の推進

（3）図書館の利
用促進

①　図書館施設
管理運営事業

図書館職員（図書司書）
研修

図書司書のスキルアッ
プを行い、図書館利用
者へのサービスの向上
を目指す。

〇4月～3月
〇市内職員研
修／年2回開
催
〇意見交換会
／年2回開催
〇県立図書館
等主催研修参
加／1人年2回
程度参加

〇公共図書館司書と学校図書館司書との
合同研修会の開催
〇公共図書館司書と学校図書館の司書と
の意見交換会の開催
〇公共図書館職員の県立図書館主催研修
会への参加要請

〇市内研修については、公共図書館と
学校図書館に関わる市内の図書館関係
職員の子どもの読書活動を中心としたス
キルアップが図られるような研修内容を
検討することが必要である。
〇意見交換会については、公共図書館
と学校図書館の連携事業を深めるため
に、スムーズな協議が図られるような準
備作業を検討する必要がある。
〇県立図書館主催研修会の参加につい
ては、受講後に、職員全体で習得した知
識や技術を共有できるように努めること
が必要である。

〇市内研修については、公共図書館と
学校図書館の業務に役立つ研修内容
を検討する。また、関係職員が参加し
やすい開催時期や回数についても考
慮する。
〇意見交換会については、学校図書
館とのスムーズな協議が進められるよ
う、事前に協議事項について双方の検
討・調整を行う。
〇県立図書館主催研修会の参加につ
いては、職員全体の情報共有が図られ
るように努める。

うち報償費
　　　　　千円
うち旅費
　　　　　千円

学校教育課
（各学校図書館）

3

4　生涯学習の実
現を目指す社会
教育の推進

（3）図書館の利
用促進

②　読書活動推
進事業

おはなし会 子どもたちに本に親し
む機会を提供すること
により、子どもたちの読
書習慣の涵養を図り、
図書館の利用を促進す
る。

〇5月～3月
〇乳幼児向け
おはなし会／
各館、月1回開
催
〇児童向けお
はなし会/各
館、月1回開催
〇映画会/年1
回開催

〇乳幼児向けおはなし会の開催
〇児童向けおはなし会の開催
〇映画会の開催

〇事業の効果的・効率的な開催方法に
ついて検討する必要がある。
〇ＰＲを工夫することにより、より多くの
方に関心をもっていただけるように働き
かけをする必要がある。

〇円滑な運営方法や年間の開催回数
等について、適切に業務が遂行できる
ように検討を行う。
〇より多くの方に参加していただけるよ
うに、関係施設への周知を含めて、ＰＲ
方法を工夫する。

読書活動推進事業
　総額
　　　　　　千円

生涯学習課
　社会教育係
こども育成課
　子育て支援センター
読書ボランティア

4

4　生涯学習の実
現を目指す社会
教育の推進

（3）図書館の利
用促進

②　読書活動推
進事業

赤ちゃんタイム 乳幼児の読書推進活動
をより活発に進めるた
め、市内各図書館で定
期的に時間を設定し、
図書館の利用促進を図
る。

〇5月～3月
〇各館、月1回
開催

〇乳幼児向けおはなし会と併せて、親子で
布絵本等に触れるとともに、図書館職員や
子育て支援センター職員が絵本や子育て
の相談業務等を行う。

〇子育て世代に読書活動を普及するた
めに、他部署との連携強化を図りなが
ら、この事業の周知を図ることが必要で
ある。

〇より多くの方に興味を持っていただ
けるように、事業のＰＲ方法について工
夫する。

―

こども育成課
　子育て支援センター

5

4　生涯学習の実
現を目指す社会
教育の推進

（3）図書館の利
用促進

②　読書活動推
進事業

出張おはなし会（朝の読
書活動含む）

子どもたちに本に親し
む機会を提供すること
により、子どもたちの読
書の習慣づくりを図り、
図書館の利用を促進す
る。

〇5月～3月
〇朝の読書活
動支援、ブック
トーク、出張お
はなし会
　市内小学校
からの要望に
応じ開催

〇地域の保育所・小学校・中学校等におけ
る、絵本の読み聞かせやブックトークの実
施

〇市内各施設における自主的な読書活
動に繋げるため、公共図書館司書と学
校図書館司書を含め、市内各施設職員
との連携強化を図ることが必要である。

〇各施設との連絡・相談を綿密に行
い、反省点を活かしながら、より充実し
た内容で実施できるようにする。

―

学校教育課
こども育成課
保育所（園）　等

6

4　生涯学習の実
現を目指す社会
教育の推進

（3）図書館の利
用促進

②　読書活動推
進事業

ブックスタート事業 絵本を通して親子の心
の触れ合う時間を提供
し、住民の子育て支援
と乳幼児期からの読書
習慣を涵養することで
図書館利用を促進す
る。

〇4月～3月
〇月1回開催

〇健康課が実施する4ヶ月健診に併せて、
ブックスタート事業の意義の説明
〇絵本2冊を含むブックスタートパックの配
布
〇健診会場において、赤ちゃんと保護者に
対する絵本の読み聞かせの実施

〇ブックスタートパック配布の徹底や子
育て支援事業への橋渡しをスムーズに
行えるように、引き続き各部署との連携・
協力を継続していくことが必要である。
〇配付後に、図書館利用や行事参加に
繋がるような働きかけを積極的に行う必
要がある。
〇現在の実施体制を維持するため、赤
ちゃん抱っこボランティアについてのＰＲ
を積極的に行い、新規ボランティアを養
成することが必要である。

〇関係部署との連絡・相談を綿密に行
うことにより、連携を進める。
〇図書館事業案内チラシの配付や声
かけを行うことにより、より多くの方に
図書館を利用していただけるようにＰＲ
を行う。
〇赤ちゃん抱っこボランティアについて
は、広報を継続的に行い、新規ボラン
ティアの養成を行う。

うち需用費
　　　　　千円

健康課
生涯学習課
　社会教育係
こども育成課

番
号

令    和　　２　　年　　度　　事　　業　　計　　画

個別事業名
アクションプラン
主要施策

アクションプラン
施策内容

【図書館係】

アクションプラン
事業名

1



令和２年度　嘉麻市教育委員会 生涯学習課事業計画表（案）概要

実施目標
実施時期／

回数
事業内容 前年度からの課題

課題解決に向けての対策
（どうのような方法で）

主な事業予算
関連事業

（関係機関）

番
号

令    和　　２　　年　　度　　事　　業　　計　　画

個別事業名
アクションプラン
主要施策

アクションプラン
施策内容

【図書館係】

アクションプラン
事業名

7

4　生涯学習の実
現を目指す社会
教育の推進

（3）図書館の利
用促進

②　読書活動推
進事業

子育て支援講座（絵本で
すくすく講座）【ブックス
タートフォローアップ事業】

ブックスタート事業の
フォローアップ事業とし
て、親子で触れ合いを
持つ機会を提供すると
共に、保護者に乳幼児
期における読書活動
（読み聞かせ）の大切さ
を理解してもらい、子ど
も達の読書習慣の涵養
を図る。

〇未定
〇年1回開催

〇ブックスタートのフォローアップ事業とし
て、乳幼児期から家庭内での読書活動が
推進されるような講座内容を開催する。

〇参加率と満足度は比較的高い事業で
ある。引き続き、乳幼児期からの読書活
動を喚起する内容を考慮し、新規参加者
増を図る必要がある。また、ＰＲ方法につ
いても更なる検討が必要である。
〇引き続き、関連機関との協力体制を整
える必要がある。

〇読書活動の普及を目的として、対象
者のニーズに合わせた事業内容とＰＲ
方法を考慮する。
〇関連機関との事前協議を綿密に行
い、地域に根差したより充実した内容
で開催できるよう努める。

うち委託料
　　　　　千円

スポーツ推進課
生涯学習課
　社会教育係

8

4　生涯学習の実
現を目指す社会
教育の推進

（3）図書館の利
用促進

②　読書活動推
進事業

子ども読書の日事業 4月23日の子ども読書
の日を契機として、子ど
もたちが積極的に読書
に親しむ環境を整え、
子ども達の読書意欲を
喚起できるような取組
みを実施し、住民全般
に理解と関心を深める。

〇4月～5月
〇おはなし会
スペシャル/各
館で年1回

〇絵本展
〇おはなし会スペシャル
〇図書館おすすめの本のリスト配布
〇利用者のおすすめ本展示

〇引き続き、学校図書館との連携を進め
ながら、子どもの読書に関する事業の周
知を図り、継続的な読書習慣を醸成する
機運を高める必要がある。

〇学校図書館との連携を深め、更に事
業内容が充実するように意見交換等を
進める。また、ＰＲ方法についても工夫
を図る。

―

学校教育課
(各学校図書館)

9

4　生涯学習の実
現を目指す社会
教育の推進

（3）図書館の利
用促進

②　読書活動推
進事業

夏休み子ども向けイベン
ト

夏休み期間等に図書資
料に関連した事業を開
催することで、今までと
違った側面からの本の
楽しさに触れてもらうこ
とで、図書館利用を促
進する。

〇7月～8月
〇夏休み子ど
も向け講座/
年1回開催

〇調べ学習支援講座（工作含む）の開催 〇申込み多数の事業となり好評だった。
引き続き、魅力ある事業内容の検討を行
う必要がある。
〇工作と調べ学習を繋げる事業を計画
する等、継続的な図書館利用に繋げる
ような内容を検討する必要がある。
〇関連機関との連携を強化し、より双方
にとって効果的な開催内容について検
討する必要がある。

〇子ども達のニーズと事業内容が一致
するように協議を進める。
〇夏休みの課題（調べ学習）を支援で
きるようなプログラム構成について検
討を行う。
〇より関係機関との連携が深まるよう
に、事前協議を継続的に行う。

―

生涯学習課
　文化財係

10

4　生涯学習の実
現を目指す社会
教育の推進

（3）図書館の利
用促進

②　読書活動推
進事業

一日図書館員 子どもの読書活動とし
て、図書館の仕事体験
を行い、読書への興味
を深めるとともに図書館
利用を促進する。

〇日時、回数
未定

〇子ども一日図書館員の実施 〇より多くの集客が図られるように、開催
日や対象学年の設定について検討する
必要がある。

〇開催日については、市内イベント等
の情報収集を行い、参加しやすい環境
を調査する。また、対象学年の設定に
ついては、プログラム構成と併せて協
議を行う。

― ―

11

4　生涯学習の実
現を目指す社会
教育の推進

（3）図書館の利
用促進

②　読書活動推
進事業

福岡県子どもの読書活動
推進事業

読書応援隊が学校で読
書活動を行う際の資質
等の向上を図ることを
目的として開催する。

〇時期未定
〇年１回開催

〇読書応援隊を活用した小・中学生の読書
活動支援事業

〇市内読書ボランティアを含めて読書活
動応援隊のスキルアップを目指した事業
内容について検討する必要がある。

〇市内の読書ボランティアの課題解決
に繋がるような事業内容について検討
を行う。 ― ―

12

4　生涯学習の実
現を目指す社会
教育の推進

（3）図書館の利
用促進

②　読書活動推
進事業

秋の読書まつり 市民が図書館に親しむ
機会を提供し、もって図
書館の利用を促進す
る。

〇10月～11月
〇本と雑誌の
リサイクル市/
各館で年１回
〇おはなし会
スペシャル/各
館で年１回

〇図書館スタンプラリー
〇本と雑誌のリサイクル市
〇おはなし会スペシャル

― ― ― ―

13

4　生涯学習の実
現を目指す社会
教育の推進

（3）図書館の利
用促進

②　読書活動推
進事業

読書講演会 〇年度ごとにテーマを
定め、講演会を年１回
行い、市民の読書活動
と図書館利用の推進を
図る。

〇5月下旬～7
月中旬
〇年1回開催

〇講演テーマ及び開催場所を検討し、読書
講演会を開催する。

― ―

うち報償費
　　　　　　千円
うち委託料
　　　　　　千円 ―

14

4　生涯学習の実
現を目指す社会
教育の推進

（3）図書館の利
用促進

②　読書活動推
進事業

大人のためのおはなし会 大人を対象にしたおは
なし会を開催し、癒しの
時間や今までと違った
本との出会を提供する
ことで、図書館利用を促
進する。

〇未定
〇年1回開催

特定のテーマを設定することにより、市民
の興味・関心を促しながら、絵本の読み聞
かせや朗読等を行う。

〇開催時期や時間帯について、より多く
の方の参加が望めるような設定を検討
する必要がある。
〇開催に際しては、読書ボランティアの
協力が必要不可欠となっている。準備期
間に余裕を持ち、ボランティアとの意見
交換を進めていく必要がある。

〇開催時期や時間について、協議を行
い、参加しやすい日程を検討する。
〇読書ボランティアとの協議を早めに
行い、充分な検討ができるように配慮
する。

―

読書ボランティア

2



令和２年度　嘉麻市教育委員会 生涯学習課事業計画表（案）概要

実施目標
実施時期／

回数
事業内容 前年度からの課題

課題解決に向けての対策
（どうのような方法で）

主な事業予算
関連事業

（関係機関）

番
号

令    和　　２　　年　　度　　事　　業　　計　　画

個別事業名
アクションプラン
主要施策

アクションプラン
施策内容

【図書館係】

アクションプラン
事業名

15

4　生涯学習の実
現を目指す社会
教育の推進

（3）図書館の利
用促進

②　読書活動推
進事業

高齢者向け読書事業 高齢者層のニーズに合
わせた事業を展開する
ことにより、図書館利用
を促進する。

〇未定 〇他部署の高齢者向け事業において、ブッ
クリストの配付や図書館利用のＰＲ等を行
う。

〇ＰＲ内容を工夫することにより、
より多くの方に関心をもっていただ
けるように働きかけをする必要があ
る。

〇図書館資料の多様性に触れるよう
なＰＲの手法を工夫し、活発な図書
館利用を促す。

― ―
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②　読書活動推
進事業

図書館資料の特集展示 時事や地域文化に関す
るテーマ設定を行い、
図書館資料を定期的に
展示することにより、図
書館利用を促進する。

〇4月～3月
〇一般図書・
児童図書の特
集展示/月1回

〇一般図書・児童図書の特集展示（毎月） 〇社会情勢や地域課題を含めて利用者
のニーズを把握し、図書館から魅力ある
テーマを提案できるように検討する必要
がある。また、ＰＲを積極的に行い、広く
周知する必要がある。
〇引き続き、関連機関との連携を進め、
図書館と関係機関の双方にとって相乗
効果を生むような展示内容を工夫する必
要がある。

〇館内で意見交換を行い、図書館資料
の広がりや豊かさを感じていただける
ようなテーマ設定を行う。また、ＰＲを積
極的に行い、利用を促す。
〇関係機関との事前協議を行いなが
ら、様々な視点から特集展示テーマを
企画し、図書館利用に繋げる。

―

男女共同参画推進課
子育て支援課
健康課
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③　図書ボラン
ティア養成事業

読書ボランティア研修・講
座

より充実した読書活動
推進のための事業展開
を図るため、読書ボラン
ティアの養成及び支援
を行う。

〇未定
〇読書ボラン
ティアスキル
アップ研修/年
2回
〇ボランティア
養成講座/年4
回開催

〇読書ボランティアスキルアップ研修
　子どもの読書活動に関する研修
〇新規ボランティア養成講座
　読書ボランティア養成

〇読書ボランティアスキルアップ研修
　未実施
〇新規ボランティア養成講座
　子ども読書活動の充実を図るような事
業内容を検討する必要がある。
　読書ボランティア活動を広く市民にＰＲ
し、子どもの読書についての理解を深め
るとともに、図書館や読書について広く
関心をもっていただけるような取組を検
討する必要がある。

〇読書ボランティアスキルアップ研修
　未実施
〇新規ボランティア養成講座
　講座終了後の実践に繋がるような事
業内容を考慮しながら、継続的なボラ
ンティア活動へ移行できるよう工夫す
る。
　子どもの読書や図書館事業への興
味・関心を促すＰＲ方法について検討
を行う。

図書館ボランティア養
成事業総額
　　　 　　千円
うち報償費
　　　 　　千円

―
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